
管理

幸
福

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
4

65.8 65.8 65.8 65.8 65.8 -
％以上 65.8

67.1 - - - - 0.0

04030000  河川砂防・雨水排除施設の整備
暮
ら
し

浸水被害件数
5

1 1 0 0 0 Ａ
件 0

0 - - - - 0.0

04030000  河川砂防・雨水排除施設の整備

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
6

75 77 78 80 80 Ｄ
％ 69.2

69.1 - - - - △0.9

政    策 :

担当部長職・氏名

(２) 政策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 目 標 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｅ 最終更新日：令和  2年 7月21日 1頁

後期基本計画 令和元年度 政策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

都市整備部長  齊藤　和博

上下水道部長　齋藤　克也

１．政策の令和元年度までの実現状況を明らかにする
(１) 計画のビジョン（政策が実現できたときの状態）

生活基盤を整備、維持することにより、子どもから高齢者までが、安全に安心して暮らすことができる、ひとにやさしいま

ちづくりを目指します。また、活力あふれるまちを目指し、交流と活力、雇用の拠点づくりを進めます。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮
ら
し

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合

1 76 77 79 80 80 Ｄ
％ 74.1

70.6 - - - - △59.3

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合

2 76 77 79 80 80 Ｄ
％ 74.6

69.1 - - - - △101.9

04010000  活力ある都市づくりの推進
暮
ら
し

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合
1

75.6 77.1 78.5 80 80 Ｃ
％ 68.6

70.6 - - - - 17.5

04010000  活力ある都市づくりの推進

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
2

76 77 78 80 80 Ｄ
％ 69.2

69.1 - - - - △0.9

04020000  計画的な道路整備と維持管理
暮
ら
し

交通事故発生件数
3

71 71 71 71 71 -
件以下 59

60 - - - - 8.3

04020000  計画的な道路整備と維持



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和元年度 政策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

都市整備部長  齊藤　和博

上下水道部長　齋藤　克也

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

04040000  持続可能な水道経営
暮
ら
し

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合
7

75 77 78 80 80 Ｃ
％ 68.6

70.6 - - - - 17.5

04040000  持続可能な水道経営

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
8

75 77 78 80 80 Ｄ
％ 69.2

69.1 - - - - △0.9

04050000  安全で強靭な水道の持続
暮
ら
し

滝沢市の水道がおいしいと感じている人の割合
9

75.5 75.5 75.5 75.5 75.5 Ｂ
％以上 68.5

72.5 - - - - 57.1

04050000  安全で強靭な水道の持続

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
10

75 77 78 80 80 Ｄ
％ 69.2

69.1 - - - - △0.9

04060000  効率的な汚水処理施設の整備・維持管理
暮
ら
し

水洗化率
11

84.5 83.1 84.9 85.8 85.8 Ｄ
％ 85

83.3 - - - - △212.5

04060000  効率的な汚水処理施設の整備・維持管理

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
12

76 77 79 80 80 Ｄ
％ 69.2

69.1 - - - - △0.9



達

認識する

【外部環境】

成

・各事業における社会

し

資本整備総合交付金等

た

の財源確保

・水道事業

Ｂ

の基盤強化をねらいと

概

した改正水道法の施行

ね

【内部環境】

・水道事

達

業経営計画（基本計画

成

）の見直し及び中期経

し

営計画（後期）の策定

た

(１) 令和 3年度

Ａ

方針策定に際し、今後

取

の方向性や引継課題

【

組

今後の方向性】

・社会

み

資本整備総合交付金の

の

内示率が低いことから

継

、優先順位を考慮し市

続

民の求めるニーズに基

４

づき事業を展開する必

．

要が

あります。

・コス

政

ト縮減、適正な料金設

策

定等による安定経営に

の

努めながら、施設の老

実

朽化や災害対策、耐震

現

化等を計画的に進める

に

など

、持続可能な上下

向

水道事業経営を目指し

け

ます。

【引継課題】

・

て

道路改築などの事業が

の

計画のとおり進まない

今

ことから、財源確保を

後

含めて地域と協議し進

の

める必要がある。

・空

取

き家等対策計画策定に

り

向けて、法定協議会協

組

議会設置などを進める

み

必要がある。

・協働除

と

雪など市民との協働に

方

よる事業をさらに進め

向

る必要がある。

・水道

性

料金の改定に向けた検

を

討及び準備作業の実施

明

・令和２年度に策定予

ら

定のアセットマネジメ

か

ント計画に基づく、下

に

水道施設の更新、効率

す

的な維持管理等の実施

る

Ｂ 課題あり
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後期基本計画 令和元年度 政策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

都市整備部長  齊藤　和博

上下水道部長　齋藤　克也

２．政策の実現に向けての令和元年度までの取り組み状況を分析する

・中心市街地に関連した向新田線について、関係者との協議を進め詳細設計業務実施しました。

・小岩井駅前広場の整備に向けて用地買収を実施しました。

・土石流危

政

険区域への砂防施設を

 

要望した２箇所につい

 

て、整備に向け事業採

 

択されました。

・水安

 

全計画等に基づき安全

策

な水の安定供給を図る

:

とともに、老朽施設の

担

更新と配水管の耐震化

当

を推進しました。

・料

部

金徴収業務のモニタリ

長

ングの実施などにより

職

、業務の適正化、効率

・

化と利用者サービスの

氏

向上を図りました。

・

名

小岩井地区等で下水道

(

整備を推進するととも

１

に、鵜飼地区で老朽取

)

付管の更生工事を実施

 

しました。下水道区域

政

外におい

ては合併処理

策

浄化槽の普及促進を図

目

りました。

(２) 基

標

本計画内の取り組みと

の

方針のうち、令和元年

達

度の重点課題の達成（

成

実現）状況

【重点課題

（

】

・交流と活力、雇用

実

の拠点づくりに向けた

現

土地利用関連事務につ

）

いて、熟度に応じて関

に

係機関との協議・調整

向

を進めます。

・度重な

け

る豪雨等による浸水対

た

策について、内水対策

基

も含めた安全対策を検

本

討し実施します。

・老

計

朽施設の更新と耐震化

画

の推進及び既存水源の

期

有効活用と緊急時のバ

間

ックアップ機能強化に

内

向けた連絡管等の整備

の

・老朽下水道施設の改

取

築等による不明水対策

り

の推進及び公共下水道

組

の接続率向上のための

み

取組

【重点課題に対す

と

る達成状況】

・中心拠

方

点地域の整備に係る土

針

地利用の計画について

に

、関係者との協議、向

つ

新田線道路事業との調

い

整を行いました。

・準

て

用河川仁沢瀬川につい

の

て用地測量を進めると

達

ともに、巣子川では過

成

去に被災した箇所の護

（

岸工事を実施しました

実

。

・老朽水道施設の更

現

新と配水管の耐震化工

）

事を実施し、既存水源

状

の有効活用等を検討を

況

しました。

３．政策の

Ｂ

実現に向けて令和元年

概

度実施後での変化（外

ね

部環境・内部環境）を



政    策 :

担当部長職・氏名

(２) 所管基本施策別事業費実績表

No 基    本    施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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後期基本計画 令和元年度 政策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

都市整備部長  齊藤　和博

上下水道部長　齋藤　克也

令和元年度

04010000  活力ある都市づくりの推進
1

777,835 736,782 △5.3

04020000  計画的な道路整備と維持管理
2

872,488 638,429 △26.8

04030000  河川砂防・雨水排除施設の整備
3

74,085 44,792 △39.5

04040000  持続可能な水道経営
4

0 0 0.0

04050000  安全で強靭な水道の持続
5

419,000 451,218 7.7

04060000  効率的な汚水処理施設の整備・維持管理
6

689,500 590,311 △14.4


